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         教育目標   未来を志向し、社会の発展に寄与する堅実・清新な若人の育成 

                                                                  

                                                                  

         具体的目標   自己を見つめ、長所を伸ばし、あたたかくたくましい心身を鍛える                    

                                                                   

 

               

 

 

                           

 

 

 

                                                               

                               

                                               

                                          

                                                               

                                                               

                                         

                                                                

                                                          ○集団   

                                                               

                                    

                                                                

                                                               

 

 

〇日々の授業改善への取組 
〇主体的・対話的で深い学び 
 の実践 
○キャリア教育の充実 

 

 

〇ユネスコスクールとしての取組 

 「命・心・環境」をテーマとした人間教育

の充実 

〇手厚く寄り添った暖かみのある生活指導の

実践 

○部活動の活性化 

 自主性・強調性・責任感・連帯感等の育成 

 

   豊かな心        確かな学力    健やかな体      

〇健康・安全教育の推進 
〇体育的行事の充実 

魅力ある授業展開の工夫 
－分かる楽しさ、学ぶ喜び－ 
何をどのように学ぶか、そし
て何ができるようになるか 

教育活動全体での工夫 
－健康・安全で活力ある生活－ 

人権感覚を身につけさせる工夫 
－道徳性を身につけた人格－ 

 

〇思いやりの心、自律心や公共心 

〇自他を愛する心、感動する心  

〇基本的な生活習慣、規範意識 

〇健康・安全で活力ある生活を 

 送る態度 

〇運動への親しみ、望ましい生活

習慣 

〇基礎的・基本的な知識・技能 

〇課題解決力(思考力・判断力・表現力) 

〇主体的に学習に取り組む意欲、態度 

○家庭学習習慣の定着 

知的好奇心の喚起・学力の向上・自己肯定感の高揚 人として社会生活を営む上で基本となる態度や行動、考え方の基盤作り 

夢や目標に向かい、主体的・意欲的に粘り強く努力する態度を養うとともに、高い志を持

ち自立した責任ある社会人として人格の形成を図る 

スローガン 

〇若竹のごときすこやかさ 

〇枝折れしない柔軟さ 

〇節度ある若人の育成を 

◎学習環境の整備 

 〇４６分７限授業 

 〇朝読・ベル着 

 〇個に応じた進路指導 

 〇校内美化運動 

 

◎特別活動や部活動の活性化 

 〇集団の中で自己の特性や能力を伸ばす 

 〇責任感や連帯感の育成 

 

◎きめ細かな相談体制 

 〇スクールカウンセラーとの連携 

 〇相談週間 

 

◎学校と保護者との連携 

 〇相互の理解・協力 


